
Ｑ
、
多
文
化
共
生
に
つ
な
が
る

施
策
は
。

Ａ
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
目
指
し
、
多
文
化
共
生
協
会

と
連
携
を
図
り
、
当
事
者
の
方
々

の
御
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、
本

市
の
実
情
に
応
じ
た
事
業
を
展

開
し
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
積
極

的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
脱
炭

素
社
会
の
実
現
は
。

Ａ
、
令
和
5
年
3
月
、
米
原
市

気
候
非
常
事
態
宣
言
と
と
も
に
、

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を

改
定
し
ま
し
た
。
２
０
５
０
年

度
に
は
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
の
実
現
に
向
け
た
重
要

な
取
組
の
一
つ
が
、
脱
炭
素
先

行
地
域
づ
く
り
事
業
で
す
。
地

球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
集
中

豪
雨
や
、
増
え
す
ぎ
た
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る
食
害
に
よ
っ
て
伊

吹
山
登
山
道
の
崩
落
や
伊
吹
地

先
の
土
砂
災
害
、
ま
た
、
猛
暑

に
よ
る
学
校
生
活
や
農
作
物
へ

の
影
響
な
ど
、
す
で
に
身
近
な

と
こ
ろ
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。

50
年
後
、
100
年
後
の
未
来
の
子

ど
も
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
も
、
今
を
生
き
る
私
た
ち

の
世
代
が
、
意
識
を
新
た
に
す

る
中
で
、
小
さ
な
取
組
か
ら
で

も
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
気
候
変
動
や
少
子
化
の
実

情
に
見
合
っ
た
通
学
に
関
す
る

基
本
方
針
の
改
定
を
。

Ａ
、
平
成
27
年
に
「
米
原
市
内

小
中
学
校
に
お
け
る
通
学
に
関

す
る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、

運
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
遠
距

離
通
学
の
児
童
生
徒
に
対
し
て

は
、
こ
の
基
準
に
基
づ
き
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
や
公
共
交

通
機
関
の
利
用
補
助
な
ど
に
よ

り
通
学
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
通
学
に

関
し
て
新
た
な
課
題
が
生
じ
て

き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
基
本
方

針
に
つ
い
て
は
、
策
定
後
10
年

が
経
過
し
、
現
状
に
馴
染
ま
な

い
事
案
が
出
て
き
て
い
る
こ
と

も
認
識
し
て
お
り
、
見
直
し
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

改
め
て
基
本
方
針
の
見
直
し
に

つ
い
て
着
手
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
公
務
労
働
の
勤
務
実
態
と

そ
の
是
正
は
。

Ａ
、
各
年
4
月
1
日
現
在
の
職

員
数
を
目
標
値
と
し
て
い
ま
す

が
、
短
期
取
得
の
育
児
休
業
者

を
含
め
て
令
和
４
年
４
月
１
日

現
在
で
の
育
児
休
業
者
は
21
人
、

心
身
の
故
障
に
よ
る
休
職
者
数

は
４
人
、
令
和
5
年
4
月
1
日

現
在
で
の
育
児
休
業
者
数
は
27

人
、
心
身
の
故
障
に
よ
る
休
職

者
数
は
3
人
、
令
和
6
年
4
月

1
日
現
在
で
の
育
児
休
業
者
数

は
31
人
、
心
身
の
故
障
に
よ
る

休
職
者
数
は
2
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任

用
3
年
目
公
募
撤
廃
に
つ
い
て

問
う
。

Ａ
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任

用
に
際
し
、
原
則
と
し
て
公
募

に
よ
る
こ
と
と
し
な
が
ら
国
の

３
年
ル
ー
ル
を
参
考
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
や
調
理
員
な
ど
、
人
材
確

保
が
困
難
な
専
門
資
格
ま
た
は

特
殊
な
技
能
・
経
験
を
要
す
る

職
種
に
つ
い
て
は
選
考
に
よ
り

任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
任
用
に
当
た
っ

て
は
、
地
方
公
務
員
法
に
定
め

る
平
等
の
取
扱
い
お
よ
び
成
績

主
義
の
原
則
を
念
頭
に
、
公
平

か
つ
公
正
な
就
業
機
会
の
提
供

と
、
本
市
の
安
定
的
な
業
務
運

営
と
の
両
立
を
考
慮
し
な
が
ら
、

運
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
業

務
の
重
要
性
の
考
え
は
。

Ａ
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
も
っ

て
充
て
る
べ
き
業
務
の
範
囲
を

把
握
し
た
上
で
、
真
に
必
要
な

場
合
に
限
り
、
任
用
を
行
っ
て

い
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
職
責

に
応
じ
た
業
務
を
担
当
し
、
正

規
職
員
と
同
様
に
職
務
の
遂
行

に
専
念
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
特

別
休
暇
等
の
改
善
は
。

Ａ
、
年
次
有
給
休
暇
以
外
の
休

暇
で
、
夏
季
休
暇
や
忌
引
、
結

婚
、
産
前
産
後
な
ど
は
有
給
と

し
て
い
ま
す
が
、
子
の
看
護
や

介
護
休
暇
、
生
理
に
よ
る
就
業

困
難
な
ど
は
無
給
の
特
別
休
暇

と
し
て
国
の
一
般
職
の
非
常
勤

職
員
の
制
度
に
準
じ
て
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
理
に

よ
る
就
業
困
難
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
休
暇
の
趣
旨
や
正
規

職
員
と
の
均
衡
な
ど
を
踏
ま
え
、

本
市
独
自
の
対
応
に
つ
い
て
検

討
し
て
る
と
こ
ろ
で
す
。
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2
月
26
日
に
行
わ
れ
た
会
派
代
表
質
問
の
そ
の2

で
す
。
日
本
共
産
党
米
原
市
議
団
を
代
表
し
て
山

脇
議
員
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
答
弁
の
概
要
の
そ
の
２
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山
脇
議
員
の
代
表
質
問

多
文
化
共
生
の
施
策
を
問
う

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を

通
学
の
安
全
確
保
を
第
一
に

公
務
労
働
の
勤
務
実
態
是
正
は

会
計
年
度
職
員
の
休
暇
改
善
を


